
鹿 児 島 県 総 合 教 育 セ ン タ ー





Ｑ１ 数学科の目標はどのように設定されるのですか･･････････････････１

Ｑ２ 「数学的な見方・考え方」はどのように捉えればよいですか･･････２

Ｑ３ 数学的活動はどう変わるのですか･･････････････････････････････３

Ｑ４
「主体的・対話的で深い学び」では，新しい指導方法が求められてい
るのですか ･････････････････････････････････････････････････４

Ｑ５ 内容はどう変わるのですか。また，移行期間はどうなるのですか･･５

Ｑ６ 領域「数と式」を指導する際のポイントは何ですか･･････････････６

Ｑ７ 領域「図形」を指導する際のポイントは何ですか････････････････７

Ｑ８ 領域「関数」を指導する際のポイントは何ですか････････････････８

Ｑ９ 領域「データの活用」を指導する際のポイントは何ですか････････９

Ｑ10 第１学年の目標や指導のポイントは，何ですか･･････････････････10

Ｑ11 第２学年の目標や指導のポイントは，何ですか･･････････････････11

Ｑ12 第３学年の目標や指導のポイントは，何ですか･･････････････････12



【数学科の目標】
数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。
(1) 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を

数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。

(2)  数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

(3)  数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

中学校学習指導要領解説数学編ダイジェスト 鹿児島県総合教育センター

新学習指導要領が，平成33年度から全面実施になります。子供たちが未来社会を
切り拓くために必要な資質・能力を一層確実に育成することや知識の理解の質を高
めることなどが改訂の基本的な考え方です。具体的に数学科ではどう変わったのか
を以下の４つの でまとめました。

数学科で育てたい資質・能力が明確になりました

【数学科で育てたい資質・能力】
現行の学習指導要領では，教えるべき内容を中心に

組み立てられたものとなっていました。今回の改訂で
は，一つ一つの学びが何のためか，どのような力を育
むものかを明確にしていくために，育成すべき資質・
能力を図のように三つの柱で整理しています。
数学科で育てたい資質・能力についても，｢知識及

び技能｣，｢思考力，判断力，表現力等｣，｢学びに向か
う力，人間性等｣の三つが示されています。
この三つの柱は，数学科だけでなく，全ての教科で，

さらに，小学校と中学校と同じ枠組みで整理
されています。「横」だけでなく，「縦」の
つながりも意識して資質・能力を育成してい
くことが求められているわけです。

【図】育成を目指す資質・能力の三つの柱

「何を教えるのか」だけでなく，
「何ができるようになるか」を
意識していくことが大切です。

数学科で育てたい資質・能力は，｢知識及び技能｣，｢思考力，判断力，表現力等｣，
｢学びに向かう力，人間性等｣の三つの柱で示されました。数学科の目標の示し方に
ついても，三つの柱に基づいて示されていますので説明します。

目標が資質・能力の三つの柱で示されました

｢数学的な見方・考え方｣を働かせた
数学的活動を通して，三つの資質・能
力を育成することが大切です。

数学科の目標の(1)が「知識及び技能」，

(2)が「思考力，判断力，表現力等」，

(3)が「学びに向かう力，人間性等」，

を表しています。



【主体的な学び】
生徒自らが，問題の解決に向けて見通しをもち，粘り強く取り組み，問題解決の過程を振り

返り，よりよく解決したり，新たな問いを見いだしたりするなどの「主体的な学び」を実現す
ることが求められています。

【対話的な学び】
事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり，よりよい考えや事柄の本質について話し

合い，よりよい考えに高めたり事柄の本質を明らかにしたりするなどの「対話的な学び」を実
現することが求められています。

【深い学び】
数学に関わる事象や，日常生活や社会に関わる事象について，「数学的な見方・考え方」を

働かせ，数学的活動を通して，新しい概念を形成したり，よりよい方法を見いだしたりするな
ど，新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合し，思考，態度が変容する「深い学び」を実
現することが求められています。

実際の授業では，三つの資質・能力を育成するために，「主体的・対話的で深い
学び」の視点から授業改善を図ることが重要です。この授業改善の視点について説
明します。

「数学的な見方・考え方」は学習活動で働かせます

数学科の目標では，｢数学的な見方・考え方｣を働かせて資質・能力を育成してい
くことが求められています。今回の改訂の大切なポイントである「数学的な見方・
考え方」について説明します。

｢主体的・対話的で深い学び｣は授業改善の視点です

「数学的な見方・考え方」については，これまで，教
科の目標や評価の観点名として用いられてきました。
今回の改訂では，「事象を，数量や図形及びそれらの

関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的
に考えること」と示され，学習活動の中で働かせ
ていくものとされています。

「主体的・対話的で深い学び」は，
１時間の授業で全ての学びが実現さ
れるものではありません。また，全
く異なる指導方法を導入することで
もありません。授業改善の視点で
あることをおさえましょう。

｢主体的・対話的で深い学び｣を実現
するために，見通しや振り返り，話合
い活動，まとめや発展させる活動の
質を向上させることが大切です。

時代の変化は著しく，高度情報化や技術革新は，子供たち
の成長を支える教育の在り方にも影響を与えます。その中で，
新学習指導要領では，｢主体的・対話的で深い学び｣が話
題になっていますが，大切なことは，授業の質を高めることです。

活動重視になってしまい学びがないのではないか？
教師の一方向的な説明になっていないか？

など，教師が自分の授業を振り返りながら，授業改善を絶えず
行い，教科の本質を味わわせ，未来の創り手となる子供たちの
成長を支えていきましょう。

あとがき

最後に，具体的な内容の移行についてもおさえておきましょう。



数 学 科 （中学校）

Ｑ１ 数学科の目標はどのように設定されるのですか。

Ａ１ 数学科の目標については，育成を目指す資質・能力（(1)｢知識及び技能｣，(2)｢思

考力，判断力，表現力等｣，(3)｢学びに向かう力，人間性等｣）の三つの柱で整理され

ています。また，「数学的な見方・考え方」を働かせ，「数学的活動」を通して育成

することを，柱書に示しています。

「第２章 数学科の目標及び内容 第１節 数学科の目標」

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。

(1) 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数

学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるように

する。

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発

展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそう

とする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

目標の(1)は，「知識及び技能」の育成を示しています。

知識及び技能には，概念的な理解や数学を活用して問題解決する方法の理解，数学的に表

現・処理するための技能などが含まれます。知識の暗記や技能の訓練だけでなく，生きて働

く数学的な知識に支えられた技能を習得させることが重要です。

目標の(2)は，「思考力，判断力，表現力等」の育成を示しています。

三つの力が具体的に示されていますので，それぞれ大切な指導のポイントを説明します。

○ 「論理的に考察する力」については，生徒が，問題の発見と解決する際に，確かな根拠

を基に考えさせるようにしましょう。また，得られた結果の意味を問題の条件や仮定に即

して考える機会を設けることも重要になってきます。

○ 「統合的・発展的に考察する力」については，「他に分かることがないか」，「条件を変

えたらどうなるか」，「考察範囲を拡げたらどうなるか」，「共通する性質はないか」など，

新しい知識を得る視点を大切にして，更なる活動を促すことを重視していきましょう。

○ 「事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力」については，言葉や数，式，図，表，グラフ

などを目的に応じて選択させて，数学的な表現をさせましょう。また，表現したものを相

互に関連付けることによって，本質を捉えたり，理解を深めたりすることができます。

目標の(3)は，「学びに向かう力，人間性等」の育成を示しています。

生徒が，数学は楽しい，数学は面白いと実感し，数学が得意であるという自己肯定的な態

度を養うことが大切になってきます。そのためには，生活や学習に果たす数学の役割に気付

かせたり，協働的な活動を通して，生徒同士で多様な考えを認め合わせたりしましょう。
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数 学 科 （中学校）

Ｑ２ 「数学的な見方・考え方」はどのように捉えればよいですか。

Ａ２ 「数学的な見方・考え方」は，「事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着

目して捉え，論理的，統合的・発展的に考えること」と捉えることができます。

「数学的な見方・考え方」については，これまでは，「数学的な見方や考え方」として，教

科の目標や評価の観点名として用いられてきました。

新学習指導要領では，教科の目標は三つの資質・能力（｢知識及び技能｣，｢思考力，判断力，

表現力等｣，｢学びに向かう力，人間性等｣）を育成することとして整理されています。また，評

価については，中央教育審議会答申で，「小・中・高等学校の各教科を通じて，『知識・技能』，

『思考・判断・表現』，『主体的に学習に取り組む態度』の３観点に整理する」と改善の方向性

を示しています。今回の改訂では，「数学的な見方・考え方」については，教科の目標や評価

の観点ではありません。「数学的な見方・考え方」は，学習の中で働かせるもので，学習を通

じて，更に豊かで確かなものにしていきます。

ポイント１：「数学的な見方・考え方」は教科の目標や評価の観点ではありません。

○ 教科の目標として育成するのは「資質・能力」

○ 学習の中で働かせていくものは「数学的な見方・考え方」

では，具体的に「数学的な見方・考え方」をどのように捉えているのかについて説明します。

「数学的な見方」については，物事の特徴や本質を捉える視点を意味しています。例えば，

平面図形や空間図形を分類するために図形の構成要素に着目することや，複数の集団のデータ

の傾向を読み取るためにデータの分布に着目することなどです。

「数学的な考え方」については，思考の進め方や方向性を意味しています。例えば，合同の

証明について分かっていることを基に演繹的に推論を進めることや振り返りの際に「他に分か

ること」や「似ていることがあれば共通の性質を見いだすこと」，「問題の条件を変えたり，考

察範囲を拡げたりすること」などです。

これらのことを踏まえ，新学習指導要領では，「数学的な見方・考え方」を「事象を，数量

や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的に考えること」と整理

しています。そして，見方（何に着目するか）や考え方（思考をどう進めていくか）は，数学

の学習だけではなく，他教科の学習，日常や社会において問題を論理的に解決していく場面な

どでも広く生かされるものとしています。

ポイント２：「数学的な見方・考え方」を働かせる機会を意図的に設定すること

○ 「数学的な見方」は物事の特徴や本質を捉える視点

○ 「数学的な考え方」は思考の進め方や方向性
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数 学 科 （中学校）

Ｑ３ 目標に「数学的活動を通して」とありますが，新しい学習指導要領で
は， 数学的活動はどう変わるのですか。

Ａ３ 新学習指導要領では，数学的活動を，「事象を数理的に捉え，数学の問題を見い

だし，問題を自立的，協働的に解決する過程を遂行すること」と捉えています。従

来の「生徒が目的意識をもって主体的に取り組む数学に関わりのある様々な営み」

という捉えをより明確にしています。

Ｑ２までで，三つの資質・能力（｢知識及び技能｣，｢思考力，判断力，表現力等｣，｢学びに向

かう力，人間性等｣）を育成することが目標であることを示してきました。この資質・能力を育

成するためには，学習過程の果たす役割が極めて重要とされています。

では，この学習過程とは，どのようなイメージなのでしょう。学習指導要領解説（数学編）

に，図のような算数・数学の学習過程のイメージが示されています。この図にあるように，学

習過程には，主として二つの過程を考えることができます。

一つは，「日常生活や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決し，

解決過程を振り返り得られた結果の意味を考察する過程」で，図のＡ１→Ｂ→Ｃ→Ｄ１の過程

です。例えば，日常生活や社会の事象から数量関係に着目して，方程式を用いて問題を解決し

ていく過程や，比例や反比例などの関数関係に着目して，表・式・グラフで表現しながら解決

していく過程が考えられます。

もう一つは，「数学の事象から問題を

見いだし，数学的な推論などによって問

題を解決し，解決の過程や結果を振り返

って統合的・発展的に考察する過程」

で，図のＡ２→Ｂ→Ｃ→Ｄ２の過程です。

例えば，五角形の内角の和を求める方法

を用いながら，n 角形の内角の和を考察

していく過程が考えられます。

二つの過程とも，事象を数学の舞台に

のせ，数学化していくことが大切です。 図 算数・数学の学習過程のイメージ

ポイント：数学的活動の過程は，「日常生活や社会」と「数学」の二つの事象から

問題を見いだし，解決していく二つの過程が考えられます。

この図は数学の問題発見・解決の過程全体を示しており，「数学的活動を通して」とは，単

位授業時間においてこれらの過程の全てを学習することを求めることではありません。実際の

授業では，この二つの過程を意識して，学習課題の設定等を工夫しながら，数学の舞台にのせ

て数学化し，過程全体を自立的，協働的に遂行できるようにすることが大切です。また，過程

全体を振り返り評価・改善をしていくことも重視していきましょう。
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数 学 科 （中学校）

Ｑ４ 新学習指導要領で求められている「主体的・対話的で深い学び」で
は，新しい指導方法が求められているのですか。

Ａ４ 新しい指導方法が求められているのではありません。「主体的・対話的で深い学

び」は授業改善の視点です。今までの授業を振り返り，学習の質を一層高める授業

改善の取組を活性化していきましょう。

学校での学びは，個々の教員の指導改善の工夫や教材研究の努力に支えられています。こう

した工夫や努力は，子供たちが「どのように学ぶか」を追究することに向けられたものです。

図で示している通り，「何ができるようになるか」

で三つの資質・能力（｢知識及び技能｣，｢思考力，判

断力，表現力等｣，｢学びに向かう力，人間性等｣）に

整理され，整理された資質・能力を育成するために

「何を学ぶか」という，必要な指導内容等を検討し，

その内容を「どのように学ぶか」という，子供たち

の具体的な学びの姿を考えながら，主体的・対話的

で深い学びの実現に向けた授業改善を推進していく

ことが求められています。 図 学習指導要領改訂の方向性

「主体的な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」の視点からの授業改善については，学習

指導要領解説（数学編）では，それぞれ以下のように示されています。

・ 生徒自らが，問題の解決に向けて見通しをもち，粘り強く取り組み，問題解決の過程を

振り返り，よりよく解決したり，新たな問いを見いだしたりするなどの「主体的な学び」

を実現することが求められる。

・ 事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり，よりよい考えや事柄の本質について

話し合い，よりよい考えに高めたり事柄の本質を明らかにしたりするなどの「対話的な学

び」を実現することが求められる。

・ 数学に関わる事象や，日常生活や社会に関わる事象について，数学的な見方・考え方を

働かせ，数学的活動を通して，新しい概念を形成したり，よりよい方法を見いだしたりす

るなど，新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合し，思考，態度が変容する「深い学

び」を実現することが求められる。

このような「主体的・対話的で深い学び」が実現できているかどうかについて確認しつつ，

一層の充実を求めて推進することが重要です。また，「主体的・対話的で深い学び」について

は，必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるものではありません。単元（題材）な

ど内容や時間のまとまりの中で，指導計画等の作成や授業改善をすることが求められています。

ポイント：「主体的・対話的で深い学び」は授業改善の視点です。

１単位時間の授業で全てを実施するのではありません。
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数 学 科 （中学校）

Ｑ５ 内容はどう変わるのですか。また，移行期間はどうなるのですか。

Ａ５ 新たに指導する内容は，用語「累積度数」(１年)，用語「反例」(２年)，四分位

範囲や箱ひげ図(２年)の三つになります。他は，学年間の移行や小学校との移行で

す。移行期間は，平成31年度～平成32年度です。平成33年度に全面実施になります。

小学校算数科において学習したことを素地として，中学校において活用できるようにすること

や統計教育を充実させることなどを踏まえ，一部の内容の指導時期を次のとおりに改めています。

【移行された内容及び新たに指導する内容】

第１学年 ◇ 用語「素数」←小学校第５学年から

○ 自然数を素数の積として表すこと←中学校第３学年から

◆ 用語「平均値，中央値，最頻値，階級」→小学校第６学年へ

◎ 用語「累積度数」

○ 多数の観察や多数回の試行による確率←中学校第２学年から

○ 誤差や近似値，a×10
n
の形の表現→中学校第３学年へ

第２学年 ◎ 用語「反例」

◎ 四分位範囲や箱ひげ図

○ 多数の観察や多数回の試行による確率→中学校第１学年へ

第３学年 ○ 自然数を素因数に分解すること→中学校第１学年へ

○ 誤差や近似値，a×10
n
の形の表現←中学校第１学年から

注意：◎…中学校で新規に指導する内容，○…中学校の学年間で移行する内容

◆…中学校から小学校へ移行する内容，◇…小学校から中学校へ移行する内容

【移行措置への平成31年度と平成32年度の対応】

○ 平成31年度
平成31年度は，第１学年にのみ移行措置の対応があります。

・ Ａ「数と式」で，自然数を素数の積として表すことを取り扱います。
・ Ｄ「資料の活用（データの活用）」の〔用語・記号〕に「累積度数」を加えます。

○ 平成32年度
ア 第１学年
・ Ａ「数と式」で，自然数を素数の積として表すことを取り扱います。
・ Ｄ「資料の活用（データの活用）」の〔用語・記号〕に「累積度数」を加えます。
・ Ｄ「資料の活用（データの活用）」に多数の観察や多数回の試行による確率を加え
ます。

イ 第２学年
・ Ｄ「資料の活用（データの活用）」に四分位範囲や箱ひげ図を追加します。

○ その他留意事項
平成31年度及び平成32年度の第１学年「Ｄ資料の活用」の誤差や近似値，a ×10n の

形の表現については取り扱いません（→平成33年度から第３学年で取り扱います。）。
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数 学 科 （中学校）

Ｑ６ 領域「数と式」を指導する際のポイントは何ですか。

Ａ６ 「数と式」の内容は，日常生活や社会においていろいろな場面で使われています。

また，「図形」，「関数」，「データの活用」の三つの領域の基礎となっていることを

意識して指導していくことがポイントです。

「数と式」について，新学習指導要領では，既に学習した計算の方法と関連付けて，新しく

導入された数や文字を用いた式の計算の方法を考察し表現することや具体的な場面で新しく導

入された数や文字を活用することが明示されました。これは，今までも行われてきたことです

が，今回の改訂での，「知識及び技能」と「思考力，判断力，表現力等」に分けて各学年の内

容が記述されていることに伴って，計算の方法を考察し表現することや具体的な場面で活用す

ることの重要性が改めて強調されたことによるものです。

「数と式」について，前回の学習指導要領との相違点をまとめると下の２点になります。

第１学年～自然数を素数の積として表すこと（中学校第３学年から）

第３学年～誤差や近似値，ａ×10n の形の表現で表すこと（中学校第１学年から）

また，「数と式」の「数」については，負の数，無理数が導入され数の範囲が拡張されます。

新しく導入された数については，これまでに学習した計算の方法と関連付けて，新しく導入さ

れた数の四則計算の方法を考察し表現できるようにする必要があります。これらのことを踏ま

え，「数」について，主に，以下の２点を「資質・能力」として身に付けさせていきましょう。

① 「数」について

ポイント１：数の範囲の拡張と数の概念を理解すること

ポイント２：新しく導入された数の四則計算の意味を理解し，それらの数を用いて表した

り処理したりすること

「数と式」の「式」については，文字や文字式を用いることによって，数量やその関係を簡

潔・明瞭に，しかも一般的に表現することができます。そして，文字を用いた式に表現できれ

ば，その後は目的に合うように形式的に処理することができます。さらに，形式的な処理で得

られた結果やその過程から新たな関係を見いだそうとする態度を育てることができます。「式」

については，主に，以下の５点を「資質・能力」として身に付けさせていきましょう。

② 「式」について

ポイント１：文字のもつ意味，特に変数の意味を理解すること

ポイント２：文字を用いた式に表現したり，文字を用いた式の意味を読み取ったりすること

ポイント３：文字を用いた式の計算や処理をすること

ポイント４：既に学習した計算の方法と関連付けて，文字を用いた式の計算の方法を

考察し表現すること

ポイント５：文字を用いた式を具体的な場面で活用すること
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数 学 科 （中学校）

Ｑ７ 領域「図形」を指導する際のポイントは何ですか。

Ａ７ 「図形」については，「形」，「大きさ」，「位置関係」の観点から捉え，論理的に

考察し表現できるよう指導していくことがポイントです。

「図形」については，前回の学習指導要領との相違点をまとめると以下のようになります。

第２学年～用語として「反例」を取り扱う。

「反例」については，現在でも取り扱っており，新学習指導要領では，改めて用語としても

取り扱うことを示しています。証明の指導においては，ある事柄が常に成り立つことを示すば

かりでなく，「反例」をあげることによって，常に成り立つとは限らないことも示すことがで

きるように指導していきましょう。

その他に，図形指導については，身の回りの事象を「形」，「大きさ」，「位置関係」という観

点から考察することが多いです。そのために，平面図形や空間図形についての基礎的な概念や

性質についての理解を深め，それを活用して問題の発見や解決に取り組むことが必要とされま

す。さらに，図形の性質や関係を直観的に捉え，数学的な推論により論理的に考察し表現する

力は，中学校数学科に限らず，いろいろな分野での学習や活動において重要な役割を果たして

いくので，確実に身に付けさせましょう。

これらのことを踏まえ，主に，以下のような資質・能力を身に付けさせていきましょう。

① 図形の概念，図形の性質や関係について（資質・能力の「知識及び技能」）

ポイント１：基本的な図形の概念，図形の性質や関係を理解すること

ポイント２：図に表したり，正しく作図したりすること

ポイント１は，平面図形の性質，図形の移動，合同や相似の概念，空間図形における直線や

平面の位置関係及び空間図形の概念とその性質などについての学習で育成されるものです。小

学校では部分的に扱われていますが，中学校では整理された形で系統的に取り扱います。

ポイント２は，作図はもちろんのこと，図形の移動や空間図形の構成などの学習で必要とな

る図をかくことを含め，幅広いものが該当します。ポイント１とポイント２については，互い

に関連付けて学習の効果を高めるようにすることが必要です。

② 論理的に考察し表現することについて（資質・能力の「思考力，判断力，表現力等」）

ポイント１：図形を直観的に捉えること

ポイント２：数学的な推論に基づいて考察し表現すること

図形を直観的に捉えることは，図形の本質的な性質や関係を見抜くことです。また，数学的

な推論については，小学校の時から自然な形で用いられてきた帰納，類推，演繹については，

それぞれの必要性と意味について理解できるようにするとともに，必要な場面に応じて適切に

用いることができるように指導していきましょう。
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数 学 科 （中学校）

Ｑ８ 領域「関数」を指導する際のポイントは何ですか。

Ａ８ 「関数」は，「データの活用」と同様に，数学を活用する力の伸長を目指すため

の領域として設定しています。数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通し

て，いろいろな関係や特徴を積極的に考察の対象としていくことがポイントです。

「関数」については，前回の学習指導要領との相違点は特にありませんが，新学習指導要領

では，関数指導の意義について，以下の２点が示されています。

・ 身の回りの具体的な事象を考察したり理解したりするに当たって，事象の中にある二つ

の数量の依存関係に着目し，表，式，グラフを用いて考察することが有用であること。

・ 関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することは，これまでの数学の学習の捉え

直しやこれからの学習において重要な役割を果たすこと。

これらのことを踏まえ，主に，以下のような資質・能力を身に付けさせていきましょう。

① 関数と表，式，グラフ（資質・能力の「知識及び技能」）

ポイント１：関数についての基礎的な概念や性質を理解すること

ポイント２：表，式，グラフを用いて関数の特徴を表現すること

ポイント１については，比例，反比例，一次関数，関数 y ＝ ax ２を文字を用いた式によって

表し，グラフの特徴や変化の割合などの関数の性質や関数に関連した基礎的な概念である座標，

変数と変域について理解できるようにすることが大切です。また，ポイント２については，表，

式，グラフについて，関数の特徴を見いだす場合に有効なことを理解するとともに，適切に表

現できるようにすることや場面に応じて適切な表現を選択できるように指導していきましょう。

② 関数の特徴を考察し表現すること及び関数を用いて事象を捉え考察し表現すること

（資質・能力の「思考力，判断力，表現力等」）

ポイント１：関数として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴を見いだし，

表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現すること

ポイント２：関数を用いて事象を捉え考察し表現すること

ポイント１について，表，式，グラフを用いた関数の考察の方法は，様々な関数の学習に共

通するものです。単独で用いるのではなく，相互に関連付けて関数の特徴を考察する力を伸ば

していきましょう。また，ポイント２について，日常生活や社会の事象などの具体的な場面に

関数を活用することが大切です。そのために，事象を理想化したり単純化したりして，事象の

中にある数量の関係を関数と見なして捉え考察するとともに，考察の過程や結果を表，式，グ

ラフを用いて説明できるように指導していきましょう。
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数 学 科 （中学校）

Ｑ９ 領域「データの活用」を指導する際のポイントは何ですか。

Ａ９ 新学習指導要領では，統計的な内容等の改善・充実が図られています。目的に応

じてデータを収集して処理し，その傾向を読み取って判断できるように指導してい

くことがポイントです。

社会生活などの様々な場面において，必要なデータを収集して分析し，その傾向を踏まえて

課題を解決したり意思決定をしたりすることが求められています。今回の改訂では，小・中・

高等学校の学習のつながりを考慮して，「資料の活用」の領域の名称を，「データの活用」と改

めています。また，「データの活用」の指導の意義については，以下の２点が示されています。

・ 日常生活では，不確定な事象についてデータに基づいて判断する場面が多いので，目的に

応じてデータを収集して処理し，その傾向を読み取って判断することが有用であること

・ よりよい解決や結論を見いだすに当たって，データに基づいた判断や主張を批判的に考察
することが有用であること

これらのことを踏まえ，主に，以下のような資質・能力を身に付けさせていきましょう。

① 不確定な事象を取り扱うこと（資質・能力の「知識及び技能」）

ポイント１：データの分布と確率についての基礎的な概念や性質を理解すること

ポイント２：データを収集して分析したり，確率を求めたりできるようにすること

ポイント１について，数学は，答えや結論が明確に定まるものだけを考察の対象にしている

のではなく，不確定な事象も数学の考察の対象になるので，ばらつきを表すためにデータの分

布や確率についての基礎的な概念や性質を理解しておくことが大切です。

ポイント２について，ばらつきのある事象は，ヒストグラムや箱ひげ図などのグラフを用い

たり，代表値などを用いたりすることで考察することができます。また，偶然に左右される事

象は，確率の性質を用いて標本調査を行い，その結果を考察することができます。問題解決の

過程を通して，ヒストグラムや箱ひげ図を作ったり，代表値や相対度数，確率などを求めたり

することができるようにしましょう。

② 傾向を読み取り，批判的に考察し，問題解決に取り組むこと（資質・能力の「思考力，

判断力，表現力等」）

ポイント１：データの分布や母集団の傾向に着目して，その傾向を読み取り批判的に

考察し判断すること

ポイント２：不確定な事象の起こりやすさについて考察し表現すること

ポイント１について，統計を活用して問題解決することができるようになるためには，日常

生活や社会における問題を取り上げ，必要なデータを収集，処理し，データの傾向を捉え説明

するという一連の活動を経験させることが大切です。また，ただ一つの正しい結論が導かれる

とは限らないので，自他の問題解決の過程を振り返ったり，社会における標本調査の方法など

を多面的に吟味したりするなど批判的に考察できるようにすることが大切です。

ポイント２について，日常生活や社会における不確定な事象は数学の対象であり，その起こ

りやすさの程度を数値で表現し把握するなど，不確定な事象の起こりやすさの傾向を読み取り

表現することができるようにすることが大切です。
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数 学 科 （中学校）

Ｑ10 第１学年の目標や指導のポイントは何ですか。

Ａ10 第１学年の目標については，育成を目指す資質・能力（(1)｢知識及び技能｣，(2)

｢思考力，判断力，表現力等｣，(3)｢学びに向かう力，人間性等｣）の三つの柱で設

定されています。指導のポイントは，内容についても(ア)知識及び技能，(イ)思考

力，判断力，表現力等に整理されているので，バランスを重視して育成しましょう。

新学習指導要領では，教科の目標が三つの資質・能力（｢知識及び技能｣，｢思考力，判断力，

表現力等｣，｢学びに向かう力，人間性等｣）を育成することとして整理されています。各学年の

目標についても，三つの資質・能力の柱で同じように示しています。

(1) 正の数と負の数，文字を用いた式と一元一次方程式，平面図形と空間図形，比例と反比

例，データの分布と確率などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するととも

に，事象を数理的に捉えたり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能

を身に付けるようにする。

(2) 数の範囲を拡張し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて数量の関係や法

則などを考察したりする力，図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質や関係を

直観的に捉え論理的に考察する力，数量の変化や対応に着目して関数関係を見いだし，そ

の特徴を表，式，グラフなどで考察する力，データの分布に着目し，その傾向を読み取り

批判的に考察して判断したり，不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする力を

養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそ

うとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度，多面的に捉え考えよ

うとする態度を養う。

目標の(1)は，「知識及び技能」の育成を示しています。

「知識」に関しては，学習するそれぞれの内容についての基礎的な概念や原理・法則などを

確実に理解することが重要です。新しく学習する概念や原理・法則などは既習の知識と関連付

け，より深く理解できるようにしていきましょう。また，「技能」に関しては，適切な数学的

な表現や処理ができるようにすることなど問題発見・解決の基礎をなす技能を身に付けること

が必要です。

目標の(2)は，「思考力，判断力，表現力等」の育成を示しています。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展

的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養っていくこ

とが大切です。

目標の(3)は，「学びに向かう力，人間性等」の育成を示しています。

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうと

する態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養っていくことが大切

です。

-10-



数 学 科 （中学校）

Ｑ11 第２学年の目標や指導のポイントは何ですか。

Ａ11 第２学年の目標については，育成を目指す資質・能力（(1)｢知識及び技能｣，(2)

｢思考力，判断力，表現力等｣，(3)｢学びに向かう力，人間性等｣）の三つの柱で設

定されています。指導のポイントは，内容についても(ア)知識及び技能，(イ)思考

力，判断力，表現力等に整理されているので，バランスを重視して育成しましょう。

新学習指導要領では，教科の目標が三つの資質・能力（｢知識及び技能｣，｢思考力，判断力，

表現力等｣，｢学びに向かう力，人間性等｣）を育成することとして整理されています。各学年の

目標についても，三つの資質・能力の柱で同じように示しています。

(1) 文字を用いた式と連立二元一次方程式，平面図形と数学的な推論，一次関数，データの

分布と確率などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数

学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよう

にする。

(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力，数学的な推論の過程に着目し，図形

の性質や関係を論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラ

フを相互に関連付けて考察する力，複数の集団のデータの分布に着目し，その傾向を比較

して読み取り批判的に考察して判断したり，不確定な事象の起こりやすさについて考察し

たりする力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそ

うとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを

認め，よりよく問題解決しようとする態度を養う。

目標の(1)は，「知識及び技能」の育成を示しています。

「知識」に関しては，学習するそれぞれの内容についての基礎的な概念や原理・法則などを

既習の知識と関連付けて確実に理解させることが大切です。例えば，第２学年の二元一次方程

式や連立方程式の学習を，第１学年の一元一次方程式の学習と関連付けて理解させていくこと

です。また，「技能」に関しては，学習するそれぞれの内容について，第１学年での学習を踏

まえ，問題発見・解決の基礎をなす技能を身に付けさせることが必要です。

目標の(2)は，「思考力，判断力，表現力等」の育成を示しています。

第１学年で養った資質・能力を基盤に，数学を用いて論理的，統合的・発展的に考察したり，

簡潔・明瞭・的確に表現したりする力を引き続き養っていくことが大切です。

目標の(3)は，「学びに向かう力，人間性等」の育成を示しています。

第１学年との違いは，数学的活動の楽しさや数学のよさに「気付いて」が「実感して」になっ

ています。また，問題解決の過程を「振り返って検討しようとする態度」から「評価・改善し

ようとする態度」となっています。さらに，「多面的に捉え考えようとする態度」から「多様

な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度」となっており，学年進行に伴って質的な

向上を目指しています。
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数 学 科 （中学校）

Ｑ12 第３学年の目標や指導のポイントは何ですか。

Ａ12 第３学年の目標については，育成を目指す資質・能力（(1)｢知識及び技能｣，(2)

｢思考力，判断力，表現力等｣，(3)｢学びに向かう力，人間性等｣）の三つの柱で設

定されています。指導のポイントは，内容についても(ア)知識及び技能，(イ)思考

力，判断力，表現力等に整理されているので，バランスを重視して育成しましょう。

新学習指導要領では，教科の目標が三つの資質・能力（｢知識及び技能｣，｢思考力，判断力，

表現力等｣，｢学びに向かう力，人間性等｣）を育成することとして整理されています。各学年の

目標についても，三つの資質・能力の柱で同じように示しています。

(1) 数の平方根，多項式と二次方程式，図形の相似，円周角と中心角の関係，三平方の定理，

関数 y ＝ ax2，標本調査などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するととも

に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身

に付けるようにする。

(2) 数の範囲に着目し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて数量の関係や法

則などを考察したりする力，図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量について

論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連

付けて考察する力，標本と母集団の関係に着目し，母集団の傾向を推定し判断したり，調

査の方法や結果を批判的に考察したりする力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそ

うとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを

認め，よりよく問題解決しようとする態度を養う。

目標の(1)は，「知識及び技能」の育成を示しています。

「知識」に関しては，学習するそれぞれの内容についての基礎的な概念や原理・法則などを，

既習の知識と関連付けて確実に理解させることが大切です。例えば，二次方程式の学習では，

一元一次方程式や連立方程式の学習を基に，類似点や相違点を明らかにしながら新たな視点を

加えたりすることで，その理解をより深めていくことができます。また，「技能」に関しては，

学習するそれぞれの内容について，問題発見・解決の過程を一層自立的に遂行できるよう，そ

の基礎をなす技能を身に付けさせることが必要です。

目標の(2)は，「思考力，判断力，表現力等」の育成を示しています。

事象を，数学を活用して論理的に考察したり，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発

展的に考察したり，数学的な表現を用いて簡潔・明瞭・的確に表現したりする力を一層伸ばし

ていくことが大切です。

目標の(3)は，「学びに向かう力，人間性等」の育成を示しています。

第２学年の「学びに向かう力，人間性等」と同一になっており，同様の視点で育成していく

必要があります。第３学年は９年間の集大成としてのものであるから，生徒が自らの資質・能

力の高まりを実感できるとともに，持続可能なものに達していることが大切です。
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